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教育データの利活用に向けて
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資料７



研究紹介

• 1995年～協調学習環境・ユビキタス・モバイル学習環境

（徳島大学）

• 2005年～ラーニングログを用いた協調学習環境（徳島大学）

• 2013年～ラーニングアナリティクスのための情報基盤システム

（九州大学）

• 2017年～ラーニングアナリティクスによるエビデンスに基づく

教育の実現（京都大学）

•現在に至る 2



教育データの収集への要望

① まずは、小学校、中学校、高等学校、大学までの教育データを集め、

しっかりと利活用したい。

② 児童・生徒・学生全員のデータを簡便にまとめて集めたい。

③ 小学校、中学校、高等学校等はシステム管理者がいないので、でき

るだけ（人的・金銭的）運用コストを低くしたい。

④ 国全体で教育をよくするためには、教育データを共有して活用した

い。そのためには、フォーマットと意味を統一して集めたい。
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• データの分析のためにLRS(Learning Record Store)で

データを一括管理

• LMSのLTI機能で他のツールと連携して,  

xAPI形式でLRSにログを出力

• データを共有して利活用するためには、xAPI等の

フォーマットだけでなくて意味もそろえる必要あり。

（データのスキーマをそろえる）

• e-BookなどののxAPI形式の閲覧ログは、IEEEなどの既存の標準化を参照して、我々が提案中のも

のがある。

• LRSのデータを匿名加工して、国全体で共有

• 教育効果・学習効果を、エビデンスとしてERS(Evidence Record Store)に蓄積して国全体で共有

国全体のLRSからエビデンスをマイニング
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教育データを収集・分析
するためのシステム構成



教育データの収集方法（案）

学校

自治体

•法人内で匿

名加工情報

に変換

教育データ

管理機関

• NII/拠点

大学？

①学校のLRSにデータを収集
②自治体内で名寄せをして、
匿名加工情報にして収集

LRS

LRS
匿名加工情報

匿名加工

LRS

・学校では業務でデータ活用するので本人同意は不要
・学校が企業にLMS/LRSの運用を委託
・地域の大学生がサポート
・地域の大学と連携してLMS/LRSを利用
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ERS

Evidence record storeによる
エビデンスの収集と利活用

各学校がLRS(Learning Record Store)を用いてデータの集約する。

統計情報

企業が教育データを標準の
データ形式でLRSに入れる
よう契約する必要あり！

法律の専門家を含む第三者委員
会が教育データの利用や運用方
法を定期的にチェック・改良



教育・学習データの例
# データ項目 具体例

1 学校データ 学校ID、学校分類

2
授業設計デー
タ

科目名、対象学年、開始日、終了日、開始時間、終了時間

3 教材データ 教科書、補助教材、問題集＝＞全てデジタル化

4 人的データ
教員：年齢、性別
学生：学年、年齢、性別

5
学習評価デー
タ

最終成績、小テスト・レポート点数、模試の成績など

6 質問紙データ 学習時間や学習方法、家庭環境などの質問紙調査、授業評価アンケートなど

7
学習プロセス
データ

デジタル教材閲覧履歴、LMS等の学習活動履歴、eポートフォリオ、オンライ
ンテスト回答など

8 環境データ 講義映像、気温、湿度、天気、部屋の明るさ、騒音など

9 健康データ
身長・体重などの健康診断データ、50m走等の体力測定データ、日々の歩数
等の運動量・食事等のデータ、脳波・視線等のセンサー情報など

オプション

基本
情報
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教育データの利用例
対象 誰のため 目的の例

個人

学習者
・個人に適した教材や問題の推薦による学習効果の向上
・自分の理解度の把握

教員
・クラス全体の学習者のつまずき箇所の発見などによる教材や授業設計の改善
・自動グループ編成など、教育データの利用による教員の負荷の軽減

保護者 ・自分の子供の学習状況、学習意欲などの把握

教育機関 組織の管理者
・教育データに基づくカリキュラムの最適化
・教員の最適な配置

国全体

政策立案者 ・エビデンスに基づく教育政策の立案と評価

研究者 ・大規模な縦断的・横断的データを用いた学習者の成長過程の研究

市民 ・教育に関する諸問題を、データを用いて社会全体で共有・議論
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例えば、自宅での学習時間や成績など、様々な角度からのデータを蓄積して
おけば、新型コロナが教育に与える影響や、第二波・第三波や将来同様の事
態が起きた時への対策を議論するために役立てることができる。



来年から教育データ収集をすぐに始めるための計画

ステップ１

１年

•（小学校・中学校・高等学校・大学）公教育の中でデータを収集利活用することから始める

•ギガスクールによって端末がそろった小・中学校や、「新時代の学びにおける先端技術導入実証研究事

業」の実証校、高校・大学などでBYODをしているところから始める。

ステップ２

２～３年

•学習要素のナンバリングやデータのフォーマットや意味の統一、匿名加工の方法なども、データ共有のた

めの制度設計を行う。

•各学校・大学や自治体などの法人内で匿名加工情報にして共有して、エビデンスに基づく教育を実現

ステップ３

４年以降

•小学校から大学、学校外の学習なども含め生涯にわたるデータを名寄せして収集（法律の改正が必要？）

•どのIDを使って名寄せするか？などの議論が必要で時間がかかる。

•BlockChain等の技術を用いて名寄せや匿名化手法を研究し、データ共有手法について継続的に検討
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日々の教育・学習活動の中で、できるところからデジタル化していく

意味のあるデータを集めるために、いかに、日々の教育・学習のプ
ロセスを収集し分析するか？

教科書や教材等の

デジタル化

• できる限りデジタル教科書

や教材を利用

• 国が紙の教科書と同時にデ

ジタル教科書を一斉購入し

て導入できないか？

• e-Book readerの利用

試験・ノート等の筆記のデジ

タル化

• できるだけ、試験やノート

作成・レポート提出を電子

的に実施してもらう

• 毎日の宿題や夏休み等の宿

題も電子的に提出

• CBTや手紙メモアプリの利

用

連絡等の学校内の活動のデジ

タル化

• 通信簿、学級新聞など保護

者・生徒にメールやwebで

連絡

• 保護者が読んだかどうかの

確認も確認したり、Webで

アンケート収集も可能

• LMS等を利用
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日々の教育・学習活動のデジタル化を通じて
教育データを収集して分析とフィードバック



まとめ
• 情報機器が導入されても、端末があまり使われないと教育データが蓄積できない。
→日々の教育・学習活動をデジタル化して教育・学習のプロセスを記録する。

• 現場の教員のサポートが必要
→地域の大学生がサポートにいけないか？
→教員養成課程で教育データを用いた授業の方法（教育データ科学）を教えていく

• 国全体で教育を良くするためには、教育データの標準化や収集するための制度設計
が必要
→できることから始めて、教育データを収集・分析するための情報基盤システムの
あり方や制度の改善、匿名化手法等を継続的に研究していく必要がある。

• 教育データを分析する研究者が少ない。
→現場の教員にとって必要となるデータの分析や全国レベルでのエビデンスの共有
など、収集したデータを使った研究（教育データ科学）を促進していくことが必要。
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教育データの収集・分析は、まだまだ研究段階の部分や人的サポートなど構造を変
える必要がある部分もあり、大学とうまく連携して進めていくことが重要。



以下は補足資料
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教育データの収集のための学習支援システムの導入

①学習管理システム moodle
学生への連絡、レポート収集
小テスト、出席確認など

②電子教材閲覧システム BookRoll
デジタル教科書や問題の閲覧履歴を記録

③BookRollでの手書き回答
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教育データの分析の具体例
①デジタル教科書の閲覧履歴の可視化

②各学習要素の学習者の理解状態の可視化

③閲覧履歴を用いた最終成績の予測
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④手書き回答の分析

⑤学習ログを用いたグループ編成の支援
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